
 

９
月
議
会
で
は
、
令
和
６
年
度
決
算
の
発

表
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
厳
し
い
状
況
で

す
。
原
因
は
、
基
金
を
８
２
億
８
,
３
０
０

百
万
円
(
１
３
億
５
,
３
０
０
百
万
円
取
崩
)

と
し
、
一
方
、
地
方
債
(
借
入
金
)
３
４
３

億
１
,
４
０
０
百
万
円
(
１
３
億
８
,
９
０

０
百
万
円
繰
上
げ
償
還
)
と
な
っ
た
こ
と
で

す
。 

更
に
、
令
和
７
年
２
月
の
中
期
財
政

計
画
に
お
い
て
、
令
和
１
０
年
度
に
基
金
残

高
を
３
２
億
円
、
地
方
債
残
高
を
３
０
３
億

円
に
す
る
と
し
た
こ
と
で
、
雲
南
市
が
合
併

時
に
“
財
政
非
常
事
態
宣
言
”
を
行
っ
た

時
の
状
況
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
そ
こ
ま
で

基
金
を
減
ら
し
て
い
い
の
か
、
将
来
が
不
安

で
す
。 

予
算
カ
ッ
ト
や
基
金
の
取
り
崩
し

を
行
う
前
に
、 

市
長
以
下
三
役
の
給
与
・
議

員
報
酬
の
減
額
や
、
公
共
施
設
建
設
統
の
廃

合
や
複
合
化
(
ま
た
は
有
る
も
の
を
活
用
)

が
重
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

令
和
７
年
９
月
定
例
会 

所
感 

雲南市の大きな課題は、 
老朽化した公共施設への対応にあります。 

 裏面の一般質問でもこの点を質問していますので、そちらも併せてご覧ください！ 

梶谷よしひら講演会 ／ 住所：雲南市加茂町東谷 1313   
携帯：090-3378-3931 公式サイト：https://kajitani.site 

※上記表は、雲南市が合併した年からの基金残高（貯金）・地方債残高（借金）を示したものです。 

合併後の平成１７年度から２３年度までの間、実質公債費比率（3年平均）が 18％を超えていたため、“財政非常事態宣言”を発令し緊縮財政

下で事業を実施していました。 

雲南市の大きな課題は、老朽化した次期一般廃棄物処理施設・小中学校・交

流センターです。人口減少（令和 6 年度誕生した子供は、市内で約１４０

人）の中、財政悪化が懸念される雲南市に対し公共施設建設については、統

廃合や複合化を継続して提案したいと思います。 



 

令
和
７
年
９
月
定
例
会 

９
月
議
会
で
は
、
２
０
２
５
年
の
最
低
賃

金
目
安
が
島
根
県
で
７
１
円
の
引
上
げ
で
、

時
給
が
１
,
０
３
３
円
と
な
っ
た
こ
と
へ
の

市
の
対
応
に
つ
い
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 

  

市
内
事
業
者
か
ら
の
物
品
調
達
や
公

共
工
事
発
注
時
の
支
援
策
は
何
か 

問 質問 1 

賃
金
上
昇
時
の
市
内
企
業
支
援
に

つ
い
て 

回
答
：
産
業
観
光
部
長
(
奥
井 

英
孝
) 

市
の
対
策
と
し
て
は
中
小
企
業
等
物
価

高
騰
対
応
支
援
事
業
制
度
(
売
上
や
利
益
確

保
の
活
動
、
生
産
性
向
上
の
経
費
に
助
成
)

を
活
用
頂
き
た
い
。 

物
品
調
達
は
、
市
内
事

業
者
で
取
り
扱
え
る
品
物
は
市
内
事
業
者

に
優
先
入
札
を
行
う
。
公
共
工
事
等
は
、
最

新
の
島
根
県
建
設
工
事
積
算
基
準
単
価
を

使
用
し
て
発
注
す
る
。
契
約
期
間
中
の
単
価

変
動
は
、
申
請
に
よ
り
残
工
事
分
の
積
算
単

価
を
見
直
し
、
契
約
金
額
の
変
更
を
行
う
。 

 

議 会 動 画 

ア ー カ イ ブ 

そ の 他 の 質 問 は 、 

議会動画アーカイブ

を ご 覧 く だ さ い 。 

    

公
共
工
事
の
発
注
額
を
な
る
べ
く
小

口
化
し
、地
元
の
中
小
企
業
等
が
受
注
で
き

る
よ
う
対
応
を
求
め
た
。 

意
見 

質問 2 

  
雲
南
市
の
ク
マ
対
策
に
つ
い
て 

  

市
民
が
市
産
材
活
用
に
よ
る
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
(
木
材
産
業
支
援
に
繋
が
る
) 

問 回
答
：
農
林
振
興
部
長
(
田
部 

公
利
) 

市
産
木
材
を
利
用
し
た
民
間
住
宅
の
新

築
・
改
築
等
を
行
う
場
合
、
雲
南
市
木
材
利

用
促
進
事
業
費
補
助
金
に
修
繕
や
内
外
装
・

外
構
木
質
化
、
店
舗
等
の
非
住
宅
建
築
物
も

補
助
対
象
に
追
加
し
、
新
た
に
内
外
装
材
、

外
構
材
、
木
製
フ
ェ
ン
ス
や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ 

な
ど
へ
の
補
助
金
額
を
上
限
１
５
万
円
と

し
、
従
来
の
上
限
４
５
万
円
と
合
わ
せ
た
補

助
金
の
合
計
額
は
最
大
１
件
当
た
り
６
０

万
円
と
増
額
し
た
。 

  

森
林
環
境
譲
与
税
を
有
効
活
用
し
、
市

内
林
業
関
係
事
業
者
の
付
加
価
値
向
上
等

の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か 

問 回
答
：
農
林
振
興
部
長
(
田
部 

公
利
) 

 

市
内
事
業
者
の
付
加
価
値
向
上
・
原
価

低
減
支
援
は
、
雲
南
市
林
業
ビ
ジ
ョ
ン
に
定

め
た
基
本
方
針
に
則
り
、
木
材
生
産
等
の
コ

ス
ト
低
減
支
援
に
努
め
て
い
る
。「
森
と
木

で
稼
ぐ
」
の
施
策
で
は
、
市
内
製
材
加
工
業

者
に
生
産
性
向
上
と
品
質
確
保
及
び
高
付

加
価
値
支
援
と
し
て
、
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
取
得
や

製
材
用
加
工
機
器
の
導
入
に
よ
る
製
材
品

の
価
値
向
上
、
木
材
商
品
の
開
発
補
助
に
つ

い
て
木
材
利
用
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
を
通
じ

て
、
市
外
企
業
と
の
商
談
の
機
会
を
設
け
、

販
路
拡
大
支
援
を
行
っ
て
い
る
。 

  

最
低
賃
金
上
昇
で
苦
悩
す
る
農
業
者

へ
の
支
援
策
は
何
か 

問 回
答
：
市
長
(
石
飛 

厚
志
) 

農
作
業
の
賃
金
・
作
業
料
金
を
雲
南
市
標

準
農
作
業
料
金
検
討
協
議
会
で
決
定
し
て

い
る
。
今
回
の
最
低
賃
金
上
昇
に
よ
る
コ
ス

ト
増
は
農
業
経
営
に
大
き
な
影
響
が
想
定

さ
れ
る
。
コ
ス
ト
増
加
が
価
格
に
反
映
さ
れ

る
仕
組
み
の
法
律
が
制
定
さ
れ
た
の
で
、
国

で
早
期
に
そ
の
運
用
が
開
始
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
す
る
。 

    

小
規
模
農
家
の
米
３
０
キ
ロ
原
価
は

２
～
３
万
円
と
な
る
。人
件
費
上
昇
で
原
価
は

さ
ら
に
上
昇
す
る
の
で
、高
齢
化
し
た
農
家

の
事
業
継
続
に
は
支
援
が
必
要
だ
。 

意
見 

  

ク
マ
対
策
で
９
月
１
日
か
ら
改
正
鳥

獣
保
護
管
理
法
が
施
行
と
な
っ
た
が
、
住
宅 

問 

集
合
地
で
の
緊
急
銃
猟
が
実
施
で
き
る
駆

除
員
は
、
雲
南
市
猟
友
会
に
何
名
い
る
の
か 

回
答
：
農
林
振
興
部
長
(
田
部 

公
利
) 

雲
南
市
猟
友
会
で
銃
に
よ
る
駆
除
許
可

を
受
け
て
い
る
人
数
は
、
９
月
１
日
現
在
３

７
名
で
、
全
員
が
こ
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
。
今
後
、
緊
急
銃
猟
に
対
応
す
る
た
め
の

訓
練
・
研
修
が
必
要
と
な
る
の
で
、
島
根
県

及
び
関
係
機
関
と
連
携
の
上
で
進
め
て
い

く
予
定
。 

    

ク
マ
を
銃
猟
す
る
場
合
、銃
猟
者
に

責
任
が
掛
か
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
慎
重
な
対

応
が
必
要
。９
月
１
日
か
ら
法
が
施
工
と
な
り

国
や
県
は
、市
町
村
に
対
応
を
任
せ
た
。
市

は
、市
民
の
生
命
・財
産
を
守
る
た
め
の
速
や

か
な
対
応
が
望
ま
れ
る
。他
県
で
は
森
林
環

境
譲
与
税
を
ク
マ
対
策
に
活
用
し
た
と
の
報

告
が
あ
る
。市
も
市
民
の
生
命
・財
産
を
守
る

た
め
、活
用
研
究
を
お
願
い
す
る
。 

意
見 
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